
７
月
３
日
（
木
）
公
示
～

７
月
20
日
（
日
）
投
票
の
参

議
院
選
挙
。
こ
こ
に
き
て
消

費
税
減
税
が
、
財
源
論
を
含

め
て
最
大
の
争
点
に
浮
上
し

て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
消
費
税

は
廃
止
を
め
ざ
し
て
緊
急
に

５
％
へ
の
一
律
減
税
を
行
い

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
廃
止
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

政
府
が
イ
ン
ボ
イ
ス
を
設

け
た
口
実
は
、
食
料
品
な
ど

に
軽
減
税
率
を
導
入
し
複
数

税
率
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

消
費
税
を
一
律
５
％
に
減
税

す
れ
ば
、
導
入
の
口
実
が
な

く
な
り
、
廃
止
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

自
・
公
政
権
は
「
財
源
が

な
い
」
の
一
点
張
り
で
す
が
、

本
当
に
財
源
は
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。

政
府
は
「
社
会
保
障
の
た

め
」
と
い
い
な
が
ら
、
消
費

税
増
税
を
す
す
め
て
き
ま
し

た
が
、
実
質
削
減
の
公
的
年

金
、
医
療
費
窓
口
負
担
増
、

高
す
ぎ
る
国
保
税
。
さ
ら
に

低
い
診
療
報
酬
、
介
護
報
酬

引
き
下
げ
。
そ
の
結
果
、
医

療
や
介
護
の
破
壊
の
危
機
が

叫
ば
れ
る
事
態
を
招
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
消
費
税
増
税

と
ほ
ぼ
同
じ
期
間
に
、
政
府

は
大
企
業
の
法
人
税
減
税
や
、

超
富
裕
層
が
恩
恵
を
う
け
る

所
得
税
減
税
を
す
す
め
た
の

で
す
。

大
企
業
へ
の
優
遇
税
制
は
、

法
人
税
引
き
下
げ
の
ほ
か
、

研
究
開
発
減
税
や
海
外
子
会

社
か
ら
の
配
当
金
非
課
税
な

ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
優

遇
措
置
に

よ
り
、
消

費
税
は
法

人
税
減
税

と
景
気
悪
化
に
よ
る
減
収
の

穴
埋
め
に
消
え
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。

自
・
公
政
権
は
２
０
１
３

年
以
後
、
法
人
税
率
の
引
き

下
げ
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

払
う
税
金
が
少
な
く
な
れ
ば
、

企
業
の
利
益
は
増
え
ま
す
。

大
企
業
の
利
益
を
優
先
す

る
政
治
そ
の
も
の
。
そ
の
大

き
な
テ
コ
と
な
っ
て
い
る
の

が
企
業
・
団
体
献
金
で
す
。

巨
額
の
献
金
を
出
す
財
界
・

大
企
業
に
、
自
民
党
は
そ
の

「
見
返
り
」
と
し
て
法
人
実

効
税
率
の
引
き
下
げ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
優
遇
措
置
を
行
っ

て
い
る
の
で
す
。

超
富
裕
層
へ
の
優
遇
措
置

も
あ
り
ま
す
。
所
得
１
億
円

を
超
え
る
と
、
所
得
税
の
負

担
率
が
低
く
な
る
と
い
う
不

公
平
で
す
。

大
企
業
は
、
い
ま
よ
り
税

金
を
負
担
す
る
力
を
十
分
に

持
っ
て
い
ま
す
。

大
企
業
の
内
部
留
保
＝
た

め
込
み
金
は
約
５
４
０
兆
円

へ
と
膨
ら
み
ま
し
た
。
法
人

税
の
実
質
負
担
率
は
小
規
模

企
業
が
18
・
５
％
、
中
堅
企

業
が
20
・
６
％
な
の
に
対
し
、

大
企
業
は
10
％
で
す
。
こ
れ

も
大
企
業
優
遇
税
制
を
し
て

き
た
結
果
で
す
。

十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
の
税
金

の
負
担
能
力
を
も
っ
て
い
る

大
企
業
へ
の
税
制
バ
ラ
マ
キ

を
や
め
、
大
企
業
と
富
裕
層

に
応
分
の
負
担
を
求
め
る
税

制
改
革
を
行
え
ば
、
赤
字
国

債
に
頼
ら
な
く
て
も
消
費
税

減
税
の
財
源
は
つ
く
れ
ま
す
。

大
企
業
・
富
裕
層
へ
の
行

き
す
ぎ
た
減
税
・
優
遇
措
置

を
見
直
し
て
財
源
を
つ
く
る

こ
と
が
、
社
会
保
障
を
よ
く

し
、
消
費
税
減
税
の
財
源
を

生
み
出
す
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

（
編
集
部
）
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「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
が
日
本
外
国

特
派
員
協
会
の
２
０
２
５
年
「
報
道

の
自
由
賞
・
日
本
賞
」
（
大
賞
）
に

選
ば
れ
ま
し
た
▼
受
賞
理
由
に
は
、

「
日
本
の
主
要
メ
デ
ィ
ア
は
独
占
的

な
記
者
ク
ラ
ブ
・
・
・
、
与
党
に
積

極
的
に
異
議
を
唱
え
る
こ
と
を
長
い

間
た
め
ら
っ
て
き
た
」
。
一
方
、
赤

旗
報
道
は
「
間
違
い
な
く
、
一
人
の

首
相
が
失
脚
し
、
昨
年
10
月
の
衆
院

選
挙
で
の
連
立
与
党
が
過
半
数
を
失

う
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
」
と
あ
り
ま

す
▼
日
本
は
報
道
の
自
由
度
ラ
ン
キ

ン
グ
で
１
８
０
カ
国
中
66
位
。
大
手

メ
デ
ィ
ア
で
は
な
く
、
「
赤
旗
」
に

権
力
監
視
の
ス
ク
ー
プ
が
相
次
ぐ
の

は
、
ど
ん
な
タ
ブ
ー
も
な
く
、
「
政

治
の
ゆ
が
み
」
に
切
り
込
む
立
場
を

持
っ
て
い
る
か
ら
で
す
▼
安
倍
政
権

時
の
「
桜
を
見
る
会
」
の
ス
ク
ー
プ

に
し
て
も
、
菅
政
権
の
日
本
学
術
会

議
会
員
の
任
命
拒
否
問
題
に
し
て
も
、

自
公
政
権
を
直
撃
し
、
首
相
退
陣
の

き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
の
は
、
い
ず

れ
も
「
赤
旗
」
報
道
で
し
た
▼
企
業

団
体
献
金
も
政
党
助
成
金
も
受
け
取

ら
な
い
唯
一
の
政
党
。
日
本
共
産
党

の
収
入
の
85
％
は
赤
旗
等
の
事
業
収

入
で
す
▼
７
月
20
日
は
参
議
院
選
挙

の
投
開
票
日
。
今
の
腐
っ
た
メ
デ
ィ

ア
と
政
治
を
ま
と
も
に
す
る
一
番
の

特
効
薬
は
、
赤
旗
を
読
み
日
本
共
産

党
を
伸
ば
す
こ
と
で
す
。

（
Ｒ
）

オ
オ
バ
ン

しんぶん
日 刊 ●月 ３４９７円
日曜版 ●月 ９９０円

赤

旗

連絡をいただければ「しんぶん赤旗」の見本を届けます

日本共産党我孫子市議団の

ホームページのサイトは

https://jcp-abiko.com/

です。

スマホのＱＲ

コードはこち

らから。→

東
武
野
田
線
の
新
型
車
両

に
設
置
さ
れ
た
「
た
の
し
ー

と
」
ク
ル
マ
椅
子
＆
ベ
ビ
ー

カ
ー
用
の
ス
ペ
ー
ス
に
１
人

掛
け
の
シ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

車
内
を
向
い
て
座
る
こ
と

も
、
窓
の
方
を
向
い
て
座
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
子
ど
も

が
座
っ
て
も
よ
い
し
、
ベ
ビ
ー

カ
ー
を
持
ち
込
ん
だ
母
親
が

こ
こ
に
腰
か
け
て
く
つ
ろ
ぐ

こ
と
も
可
能
で
す
。

東
武
鉄
道
で
は
新
型
車
両

の
導
入
に
伴
い
、
東
武
野
田

線
を
６
両
か
ら
５
両
へ
の
減

車
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
利
用
減

を
踏
ま
え
、
１
列
車
あ
た
り

の
両
数
を
減
ら
す
こ
と
で
、

列
車
本
数
の
維
持
を
図
る
ね

ら
い
が
あ
る
と
い
い
ま
す
が
、

両
数
が
減
る
こ
と
で
混
雑
が

よ
り
悪
化
す
る
の
で
は
と
い

う
懸
念
の
声
も
上
が
っ
て
い

ま
す
。

（
緑

Ｓ
）

５
％
の
一
律
減
税
と

イ
ン
ボ
イ
ス
の
廃
止
を

た

の

し

ー

と

比
例
は
日
本
共
産
党
、
選
挙
区
は
白
石
ち
よ
候
補
へ

財源あるにゃー

増
税
が
医
療
や
介
護
の

破
壊
の
危
機
を
招
く

大
企
業
・
超
富
裕
層
に
は

優
遇
減
税

大
企
業
の
利
益
を
優
先
の

企
業
・
団
体
献
金

超
富
裕
層
に
も
優
遇
措
置

大
企
業
・
富
裕
層
に

応
分
の
負
担
を

行
き
す
ぎ
た
減
税
・

優
遇
措
置
の
見
直
し
を



特
急
「
は
つ
か
り
」
が
登
場

し
た
１
９
５
８
年
は
、
東
海
道

本
線
に
全
車
冷
房
完
備
の
電
車

特
急
「
こ
だ
ま
」
と
寝
台
特
急

（
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
）
「
あ
さ

か
ぜ
」
が
登
場
し
た
年
で
も
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
列
車

は
新
時
代
の
特
急
列
車
と
し
て
、

颯
爽
と
走
る
姿
が
話
題
を
集
め

ま
し
た
。

一
方
の
特
急
「
は
つ
か
り
」

は
、
そ
れ
ま
で
東
海
道
本
線
の

特
急
列
車
に
使
用
し
て
い
た
客

車
の
「
お
古
」
を
寄
せ
集
め
た

編
成
で
、
２
等
車
（
現
普
通
車
）

は
も
ち
ろ
ん
、
１
等
車
（
現
グ

リ
ー
ン
車
）
に
も
冷
房
設
備
は

つ
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
唯
一
、
食
堂
車
だ
け
は
冷
房

装
置
が
つ
い
て
い
ま
し
た
）

か
ろ
う
じ
て
寝
台
特
急
「
あ
さ

か
ぜ
」
の
客
車
に
似
た
ブ
ル
ー

の
車
体
に
白
い
帯
を
巻
い
た
専

用
塗
色
で
、
特
急
列
車
ら
し
く

す
る
演
出
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

も
っ
と
も
上
野
―
青
森
間
の

途
中
停
車
駅
は
、
水
戸
・
平

（
現
い
わ
き
）
・
仙
台
・
一
関
・

盛
岡
・
尻
内
（
現
八
戸
）
と
東

北
新
幹
線
の
最
速
列
車
で
あ
る

「
は
や
ぶ
さ
」
と
同
じ
位
に
少

な
く
、
現
在
の
常
磐
線
特
急
列

車
が
快
速
電
車
と
変
わ
ら
な
い

位
に
や
た
ら
と
停
車
す
る
現
状

か
ら
み
れ
ば
、
停
車
駅
に
関
し

て
は
、
文
字
通
り
「
特
急
」
と

名
乗
る
に
ふ
さ
わ
し
い
列
車
で

し
た
。

特
急
「
は
つ
か
り
」
の
下
り

列
車
は
上
野
12
時
20
分
発
で
青

森
０
時
20
分
着
。
上
り
列
車
は

青
森
５
時
発
で
上
野
17
時
着
。

運
転
時
間
は
ジ
ャ
ス
ト
12
時
間

（
東
北
新
幹
線
「
は
や
ぶ
さ
」

の
上
野
―
新
青
森
間
は
３
時
間

弱
）
で
し
た
。
（
次
号
へ
続
く
）

（
緑

竹
内
）
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53
寝台特急「あさかぜ」

特急「はつかり」

電車特急「こだま」

「
カ
ラ
ー
」

若
松
・
高
橋
祥
子

３４

弄
清
泉

ろ
う
せ
い
せ
ん

清
ら
か
な
水
に
手
を
入
れ
て
そ
の
清
ら
か
な
冷
た
さ
を
楽
し
む

今
回
は
、
柴
崎
神
社
か
ら
６

号
線
ま
で
旧
水
戸
街
道
を
北
に

巡
り
ま
す
。

柴
崎
神
社
を
過
ぎ
、
西
の
路

地
を
入
り
北
に
向
か
う
と
「
柴

崎
様
」
の
祠
が
あ
り
ま
す
。

ほ
こ
ら

将
門
の
重
臣
柴
崎
左
馬
督
が

ま
さ
か
ど

さ
ま
の
す
け

こ
こ
で
首
を
切
ら
れ
た
と
い
う

伝
承
が
あ
り
、
近
所
の
方
が
祠

を
お
守
り
し
て
い
ま
す
。

戻
り
、
北
に
歩
く
と
あ
び
バ

ス
の
「
柴
崎
」
バ
ス
停
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
辺
り
は
柴
崎
の
中

心
地
で
昭
和
30
年
代
ま
で
中
屋

（
通
称
八
ケ
所
宿
）
と
い
う

旅
籠
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

は
た
ご北

に
進
む
と
、
立
派
な
屋
敷

が
続
き
ま
す
。
須
藤
家
、
川
村

家
、
梅
沢
家
の
四
足
門
を
構
え

る
屋
敷
が
今
で
も
残
り
ま
す
。

川
村
家
は
、
磯
右
衛
門
が
天
保

２
年
（
１
８
３
２
）
ご
ろ
、
名

主
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
ろ
の
柴
崎
村
は
、
村

高
約
５
０
０
石
、
家
数
80
軒
の

村
で
、
幕
府
領
と
、
初
鹿
野
領
、

は
じ
が
の

新
見
領
の
三
給
で
村
を
治
め
て

し
ん
み

い
ま
し
た
。

ま
た
北
新
田
は
柴
崎
村
の
持

添
新
田
で
、
青
山
の
渡
船
で
の

関
係
も
あ
り
そ
れ
な
り
の
収
入

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

途
中
、
酒
蔵
か
、
醤
油
蔵
か

不
明
で
す
が
、
丸
に
喜
の
ロ
ゴ

を
掲
げ
る
蔵
が
あ
り
ま
す
。

東
側
は
区
画
整
理
が
進
み

「
柴
崎
台
」
に
な
り
変
貌
し
ま

し
た
が
、
街
道
沿
い
は
商
店
ら

し
き
も
の
は
理
容
室
が
あ
る
だ

け
で
、
今
で
も
昔
の
姿
を
と
ど

め
ま
す
。

（
栄

関
口
）
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